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河
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博

か
わ
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す
ひ
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　春
を
告
げ
る
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
黄
色
の
花

が
盛
り
で
、気
候
も
暖
か
く
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ

て
、
世
界
中
が
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
皆

様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご
清
栄
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
感
染
症
は
、現
時
点（
四
月
六
日
）

で
は
、一
向
に
衰
え
る
気
配
が
な
く
、治
療

薬
が
な
い
状
況
も
あ
り
、”爆
発
的
な
感

染
“が
起
こ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。”

爆
発
的
な
感
染
“が
迫
れ
ば
、
医
療
供
給

体
制
が
追
い
付
け
ず
、「
医
療
崩
壊
」に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　政
府
は
、対
策
と
し
て
、病
床
の
確
保
、

医
療
機
器
の
整
備
な
ど
に
の
り
だ
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
既
存
の
治
療
薬
の
適
応
拡

大
と
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
急
い
で

い
ま
す
。そ
の
治
療
薬
の
一
つ
に「
ア
ビ
ガ

ン
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
薬
は
、中
国
の
武

漢
と
深
圳
で
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
に

使
わ
れ
、有
効
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
ア
ビ
ガ
ン
」は
、日
本
で
坑
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
と
し
て
開
発
さ
れ
、臨
床
試
験

の
最
終
段
階
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

直
ち
に
医
療
機
関
に
向
け
て
販
売
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
は
い
え
、
他
の
坑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
が
効
か
な
い
場
合
は
、
国
の
判
断
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
へ
の
使
用
が
検
討
さ

れ
ま
す
。

　副
作
用
は
、動
物
実
験
で
、初
期
胚
に

致
死
や
催
奇
形
性
が
確
か
め
ら
れ
、妊
婦

ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
女

性
に
は
使
え
ま
せ
ん
。日
本
で
は
二
○
一

七
年
に
二
百
万
人
分
の
備
蓄
が
決
定
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　こ
の
薬
が
一
刻
も
早
く
日
本
で
使
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
が
、
世
界
中
を
席
巻
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で

の
感
染
拡
大
が
著
し
く
、
各
国
は
対

策
に
追
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に

こ
の
感
染
症
は
、
あ
る
程
度
広
が
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
は
や
く
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開

発
が
成
功
し
、
少
し
で
も
脅
威
が
軽

減
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　当
院
に
も
発
熱
患
者
さ
ん
が
来
院

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
肺
炎
症
状
が
あ
る
方
も
来
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
現
状
、
す
ぐ
に
は

P
C
R
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ど
う

か
は
な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

間
、
状
況
に
よ
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
考
え
て
の
対
応
に

な
り
ま
す
の
で
、
現
場
で
は
か
な
り
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　早
く
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
が
開
発
さ

れ
行
き
渡
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
に
感
染
初
期
か
ら
簡
単
に
検
査
で

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
中
国
で
は
す
で
に
抗
体
検
査

キ
ッ
ト
を
開
発
し
て
お
り
、こ
れ
は
採

血
で
わ
か
る
簡
便
な
検
査
方
法
で
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
た
、
免
疫
を
も
つ

こ
と
の
証
明
に
も
な
り
ま
す
が
、
自
分

が
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
等
、
実
用
化
に
は
さ

ら
な
る
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
四
月
か
ら
新
卒
職
員
が
五
六

名
入
職
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
勉
強
を
し
て
当
法
人
で
力
を
発

揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ぜ
ひ
温

か
い
目
で
み
て
い
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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〒573-1124  枚方市養父東町65-1
TEL.072（850）8711（代）　FAX.072（868）3844

佐藤病院

●みのやま病院
〒614-8366　八幡市欽明台北4-2
Tel.075-983-1201(代)
●佐藤医院
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-850-7780 (代)
●佐藤クリニックまきの
〒573-1148　枚方市西牧野4-8-10
Tel.072-866-8606  
●佐藤クリニックくずは
〒573-1121　枚方市楠葉花園町12-5-3
Tel.072-864-5755 
●前川診療所  
〒573-1124　枚方市養父東町63-1
Tel.072-864-0252   
●介護老人保健施設美杉

（併設）居宅介護支援事業所・
美杉会訪問入浴センター・グループホーム
〒573-1137　枚方市西招提町2166
Tel.072-866-7111  
●有料老人ホームフィオーレ美杉
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・星ヶ丘出張所
（併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661
●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757
・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 
・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  
●特別養護老人ホーム美郷

（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方市西招提町1253
Tel.072-866-7007
●小規模特別養護老人ホームくずは美郷

 

〒573-1105　枚方市南楠葉1-65-25
Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方市西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075
●特別養護老人ホーム美来

（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713
●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149  枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 

・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  

●枚方市地域包括支援センター美郷会

●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 
●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口

（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224

・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082
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〒573-0064  枚方市北中振1-8-13
Tel.072-837-3288

美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
願
い

・ 

私
た
ち
は

　患
者
さ
ん
の
苦
痛
を

  

す
み
や
か
に
和
ら
げ
る
こ
と
に
努
め
ま
す

・ 

医
療
・
保
健
・
介
護
を
包
括
的
に
行
い

  

地
域
社
会
へ
貢
献
し
ま
す

・ 

常
に
向
上
へ
の
志
を
持
ち
ま
す

・ 

利
用
者
さ
ん
が
心
豊
か
で

  

安
心
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

  

支
援
し
ま
す
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入
社
式
を
行
い
ま
し
た

【入職者内訳】
看護師：21人／薬剤師：2人／理学療法士：10人／作業療法士：4人／
言語聴覚士：2人／管理栄養士：6人／社会福祉士：2人／
介護福祉士：3人／事務職員（医療事務・クラーク）：6人

契約書を手に持つ伏見市長（写真左）と
当法人 理事長  佐藤眞杉（写真右）

契約期間：5年（2020年4月1日～2025年3月31日）

美杉会グループ楠葉中央線横断歩道橋

楠葉中央線横断歩道橋
（枚方市楠葉花園町15番1号地先）

牧野駅前広場花壇
（枚方市牧野阪2丁目3番11号地先）

中央図書館エントランスホール
（枚方市車塚2丁目1番1号）

美杉会グループ牧野駅前広場花壇 美杉会グループエントランスホール

　ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、市
の
施
設
に

企
業
名
や
商
品
名
等
を
含
む
愛
称
を
付

け
る
権
利（
命
名
権
）の
こ
と
で
す
。

　枚
方
市
で
は
、市
の
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
企
業
等
に
付
与
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、企
業
等
の
協
力
に
よ
り
施
設
の

安
定
的
な
維
持
管
理
や
魅
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、企
業
等
の
広
報
活
動
や

社
会
貢
献
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、市
有
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　当
法
人
は
、三
施
設
に
応
募
し
、ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ご
採
用
頂
き
、

四
月
か
ら
施
設
名
に「
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
」

の
名
前
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
を
通
じ
て
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」な
ら
び
に「
地
域
共
生
社
会
」

の
精
神
に
沿
っ
て
、枚
方
市
の
医
療
、保

健
、福
祉
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
施
設
概
要
や

写
真
は
下
記
の
通
り
で
す
。

枚方市とネーミングライツ契約を行いました

　四
月
一
日（
水
）美
杉
会
グ
ル
ー
プ
は
五
六
人
の
新
入
職
員
を
迎
え
、入
社
式
を

行
い
ま
し
た
。

　今
後
、新
入
職
員
は
様
々
な
研
修
を
受
講
し
、医
療
・
介
護
の
現
場
に
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
す
。一
日
で
も
早
く
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
職
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最新鋭のフラットパネルディテクター装置 「コニカミノルタ社製：AeroDR」
を導入しました

　この装置は最新のデジタル式マンモグラフィ装置で高感度の
フラットパネル型ディテクタ（FPD）を搭載しており、従来より更に
少ないX線量（被ばくの低減）で高精細な画像を撮影することが
可能となります。また画像診断に画期的な診断能力の向上をも
たらす3Dマンモグラフィ“トモシンセシス”という断層撮影機能も
搭載しており、薄くスライスした画像を撮影することができるた
め、従来では乳腺の重なりにより病変の診断が難しい乳腺濃度
の高い乳房においても、乳腺組織の重なりの影響を受けにくく
なるため、病変をより正確に描出することができます。
　X線受像面にフラットパネルを使用しているためX線利用効率が向上し、通常の2Dマンモグラフィに加えて
3Dマンモグラフィを撮影しても、当院で行っていた従来撮影と同程度の被ばく線量で撮影が可能です。
　圧迫時の痛みを軽減する工夫をした圧迫板も装備しているため、患者さんの苦痛を和らげて精度の高い画
像を提供いたします。
　撮影は女性技師が担当しております。安心して検査をお受けください。

■トモシンセシス検査

佐藤病院

放射線部

このたび最新の機能を搭載したデジタルマンモグラフィ
「富士フィルムメディカル社製：
　　　　　　　AMULET Innovality」を導入しました

通常のマンモグラフィでは、乳房全体をひとかたまりに1枚の画像で撮影し
ていましたが、トモシンセシスは1mm程度のスライス画像で確認ができる
ため、従来発見が困難であった病変を写し出すことができます。

ご不明な点がございましたら放射線部にお気軽にお尋ねください。

一般的なCsIモデルの被曝線量比較

CRに比較して、X線照射量を
約50％低減可能

面
会
禁
止
の
お
願
い

感染症対策に
ご協力下さい

今
後
の
動
向
に
よ
っ
て
は

対
応
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　院
内･
介
護
施
設
で
の
感
染
防
止
の

た
め
、こ
れ
ま
で
の
面
会
禁
止
の
対
応

は
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ま
た
、四

月
に
予
定
し
て
い
る
各
セ
ミ
ナ
ー
は
自

粛
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
以
降
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
は

未
定
で
す
。

増
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　四
月
よ
り
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
美
郷
（
二
〇
二
一
年
四
月
開
設
予

定
）」と「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
す
の
き

（
本
年
十
一
月
開
設
予
定
）」の
増
築
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

従来の装置と比較し、高画
質化が期待でき、従来の装
置よりも約30％から50％
患者さんの被ばく線量の低
減にもつながります。高感度
化を実現し、さらなる被ばく
線量の低減を目指します。
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入
社
式
を
行
い
ま
し
た

【入職者内訳】
看護師：21人／薬剤師：2人／理学療法士：10人／作業療法士：4人／
言語聴覚士：2人／管理栄養士：6人／社会福祉士：2人／
介護福祉士：3人／事務職員（医療事務・クラーク）：6人

契約書を手に持つ伏見市長（写真左）と
当法人 理事長  佐藤眞杉（写真右）

契約期間：5年（2020年4月1日～2025年3月31日）

美杉会グループ楠葉中央線横断歩道橋

楠葉中央線横断歩道橋
（枚方市楠葉花園町15番1号地先）

牧野駅前広場花壇
（枚方市牧野阪2丁目3番11号地先）

中央図書館エントランスホール
（枚方市車塚2丁目1番1号）

美杉会グループ牧野駅前広場花壇 美杉会グループエントランスホール

　ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
と
は
、市
の
施
設
に

企
業
名
や
商
品
名
等
を
含
む
愛
称
を
付

け
る
権
利（
命
名
権
）の
こ
と
で
す
。

　枚
方
市
で
は
、市
の
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン

グ
ラ
イ
ツ
を
企
業
等
に
付
与
す
る
こ
と
を

通
じ
て
、企
業
等
の
協
力
に
よ
り
施
設
の

安
定
的
な
維
持
管
理
や
魅
力
の
向
上
を

図
る
と
と
も
に
、企
業
等
の
広
報
活
動
や

社
会
貢
献
活
動
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、市
有
施
設
の
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

パ
ー
ト
ナ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
し
た
。

　当
法
人
は
、三
施
設
に
応
募
し
、ネ
ー
ミ

ン
グ
ラ
イ
ツ
パ
ー
ト
ナ
ー
に
ご
採
用
頂
き
、

四
月
か
ら
施
設
名
に「
美
杉
会
グ
ル
ー
プ
」

の
名
前
が
つ
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　こ
の
事
業
を
通
じ
て
、「
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
」な
ら
び
に「
地
域
共
生
社
会
」

の
精
神
に
沿
っ
て
、枚
方
市
の
医
療
、保

健
、福
祉
に
微
力
を
尽
く
し
た
い
と
存
じ

ま
す
の
で
、よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
施
設
概
要
や

写
真
は
下
記
の
通
り
で
す
。

枚方市とネーミングライツ契約を行いました

　四
月
一
日（
水
）美
杉
会
グ
ル
ー
プ
は
五
六
人
の
新
入
職
員
を
迎
え
、入
社
式
を

行
い
ま
し
た
。

　今
後
、新
入
職
員
は
様
々
な
研
修
を
受
講
し
、医
療
・
介
護
の
現
場
に
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
す
。一
日
で
も
早
く
地
域
の
皆
さ
ま
の
お
役
に
た
て
る
よ
う
職
員
一
同
力
を
合

わ
せ
て
参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最新鋭のフラットパネルディテクター装置 「コニカミノルタ社製：AeroDR」
を導入しました

　この装置は最新のデジタル式マンモグラフィ装置で高感度の
フラットパネル型ディテクタ（FPD）を搭載しており、従来より更に
少ないX線量（被ばくの低減）で高精細な画像を撮影することが
可能となります。また画像診断に画期的な診断能力の向上をも
たらす3Dマンモグラフィ“トモシンセシス”という断層撮影機能も
搭載しており、薄くスライスした画像を撮影することができるた
め、従来では乳腺の重なりにより病変の診断が難しい乳腺濃度
の高い乳房においても、乳腺組織の重なりの影響を受けにくく
なるため、病変をより正確に描出することができます。
　X線受像面にフラットパネルを使用しているためX線利用効率が向上し、通常の2Dマンモグラフィに加えて
3Dマンモグラフィを撮影しても、当院で行っていた従来撮影と同程度の被ばく線量で撮影が可能です。
　圧迫時の痛みを軽減する工夫をした圧迫板も装備しているため、患者さんの苦痛を和らげて精度の高い画
像を提供いたします。
　撮影は女性技師が担当しております。安心して検査をお受けください。

■トモシンセシス検査

佐藤病院

放射線部

このたび最新の機能を搭載したデジタルマンモグラフィ
「富士フィルムメディカル社製：
　　　　　　　AMULET Innovality」を導入しました

通常のマンモグラフィでは、乳房全体をひとかたまりに1枚の画像で撮影し
ていましたが、トモシンセシスは1mm程度のスライス画像で確認ができる
ため、従来発見が困難であった病変を写し出すことができます。

ご不明な点がございましたら放射線部にお気軽にお尋ねください。

一般的なCsIモデルの被曝線量比較

CRに比較して、X線照射量を
約50％低減可能

面
会
禁
止
の
お
願
い

感染症対策に
ご協力下さい

今
後
の
動
向
に
よ
っ
て
は

対
応
を
変
更
す
る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。

予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　院
内･

介
護
施
設
で
の
感
染
防
止
の

た
め
、こ
れ
ま
で
の
面
会
禁
止
の
対
応

は
継
続
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。ま
た
、四

月
に
予
定
し
て
い
る
各
セ
ミ
ナ
ー
は
自

粛
さ
せ
て
頂
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

五
月
以
降
の
セ
ミ
ナ
ー
開
催
予
定
は

未
定
で
す
。

増
築
工
事
が
始
ま
り
ま
す

　四
月
よ
り
、「
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
美
郷
（
二
〇
二
一
年
四
月
開
設
予

定
）」と「
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
く
す
の
き

（
本
年
十
一
月
開
設
予
定
）」の
増
築
工

事
が
始
ま
り
ま
す
。皆
さ
ま
に
は
ご
迷

惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、ご
理
解
と
ご

協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

従来の装置と比較し、高画
質化が期待でき、従来の装
置よりも約30％から50％
患者さんの被ばく線量の低
減にもつながります。高感度
化を実現し、さらなる被ばく
線量の低減を目指します。
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　美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、枚
方
市
四
箇
所
、京
都
市
一
箇
所
の
計
五
箇

所
運
営
し
て
い
ま
す
。訪
問
先
と
し
て
、サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者
さ
ん
へ
の

訪
問
も
増
え
て
き
て
お
り
、現
在
も
様
々
な
ご
要

望
に
応
じ
た
支
援
に
行
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　提
供
す
る
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は「
生

活
援
助
」と「
身
体
介
護
」に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す
。生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
は
、生
活
に
必
要

な
家
事
が
困
難
な
場
合
に
行
う
、日
常
生
活
支

援
の
事
で
す
。ま
た
、身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

は
、身
体
に
直
接
触
れ
て
行
う
介
護
の
事
で
す
。

　「
生
活
援
助
」の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
、洗

濯
の
手
伝
い
や
居
室
の
掃
除
、退
院
後
等
体
力

の
低
下
に
伴
い
一
時
的
に
住
居
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ま
で
歩
い
て
い
け
な
い
時
の
居
室
配
膳
や
下
膳
。

ま
た
足
腰
が
弱
く
外
出
で
き
な
い
場
合
の
買
物

代
行
等
行
っ
て
い
ま
す
。

　「身
体
介
護
」の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は
、一

人
で
は
入
浴
が
不
安
な
方
へ
の
入
浴
介
助
、身
体

的
な
理
由
に
よ
り
排
泄
の
失
敗
が
あ
り
保
清
が

必
要
な
方
へ
の
排
泄
介
助
等
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
住
居
管
理

者
と
密
な
連
携
を
図
り
、情
報
を
共
有
し
な

が
ら
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。 介

護
福
祉
士

　主
任

　末
利

　義
孝

す
え
と
し

よ
し
た
か

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

へ
の
ヘ
ル
パ
ー
援
助
内
容
に
つ
い
て

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　川
﨑

　五
月

か
わ
さ
き

さ
つ
き

　当
施
設
は「
超
強
化
型
」
介
護
老
人
保

健
施
設
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
自
宅
復

帰
・
在
宅
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
施
設

と
し
て
、医
療
と
介
護
を
繋
ぐ
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
入
職
の

介
護
職
員
を
対
象
に
し
た
、介
護
技
術
・

知
識
の
統
一
と
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

ず
、新
入
職
の
職
員
へ
の
教
育
方
法
を
統

一
す
る
た
め
に
、介
護
技
術
・
知
識
・
業
務

内
容
を
細
か
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
ま
し

た
。教
育
担
当
者
が
、そ
れ
に
沿
っ
て
新
人

職
員
へ
の
短
期
間
の
目
標
・
取
得
期
間
の

設
定
を
し
、日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。ま
た
進
捗
状

況
を
教
育
担
当
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し
開
示
す

る
こ
と
で
、他
職
員
が
指
導
に
あ
た
る
際

に
も
バ
ラ
つ
き
が
出
る
こ
と
な
く
行
え
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
並
び
に
、
教
育
担
当

者
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
指
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、再
度
自
身
の
見
直
し
が
で
き
ま

す
。
目
標
を
達
成
し
た
分
だ
け
、
職
員
は

自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
、意
欲
の

向
上
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
だ
始
動
し
た
ば
か
り
で
す

の
で
、状
況
を
み
て
来
年
度
再
来
年
度
と

改
善
を
重
ね
、よ
り
良
い
も
の
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、ラ
テ
ン
語
の

【rehabilitare

】が
語
源
と
な
っ
て
お
り
、【
再
び

（re

）人
間
ら
し
い
状
態
に
す
る（habilitare

）】

と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
す
。つ
ま
り
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、利
用
者
さ
ん
の
機
能
回
復

訓
練
の
み
を
指
す
も
の
で
も
な
く
、も
っ
と
広
い

意
味
を
持
ち
、一
人
の
人
間
と
し
て
、元
の
地
域

社
会
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　老
健
美
杉
で
は
、自
宅
復
帰
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
長
期
入
所
・
看
取
り
・
通
所
デ
イ
ケ
ア
等
多

く
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、病
院
と
在
宅
の
中

間
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、理
学
療
法
士（
P
T
）、

作
業
療
法
士（
O
T
）、言
語
聴
覚
士（
S
T
）を

全
て
配
置
し
て
お
り
、個
々
の
自
宅
環
境
・
社
会

背
景
に
応
じ
て
目
標
設
定
を
行
い
、身
体
機
能

訓
練
、環
境
設
定（
福
祉
用
具
の
選
定
）、高
次

脳
・
認
知
機
能
訓
練
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
利
用
者
さ
ん
が
地
域
社
会
に
お

い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
他
職
種

と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

理
学
療
法
士

　主
任

　小
西

　弘
晃

こ
に
し

ひ
ろ
あ
き

　肝
臓
の
線
維
化
評
価
は
病
態
の
把
握
や
発
が

ん
予
測
の
た
め
に
重
要
で
す
。現
在
、肝
臓
の
線

維
化
診
断
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
肝
生

検
で
す
が
針
を
刺
す
の
で
侵
襲
的
な
検
査
で
す
。

近
年
、針
を
刺
さ
ず
に
客
観
的
な
肝
臓
の
線
維

化
評
価
法
と
し
て
超
音
波
診
断
装
置
で
検
査
可

能
な
せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー（shear 

w
ave elastography

）が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
有
用
性
と
し

て
は
、肝
硬
変
や
肝
臓
の
線
維
化
の
程
度
の
診

断
・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
発
が
ん
リ
ス
ク
の
予
測

等
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
増
加
す
る

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
治
療
後
の
経
過
観
察
に
も
有
用

で
す
。ま
た
、脂
肪
性
肝
疾
患
に
お
い
て
は
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎（
N
A
S
H
）が
肝
硬

変
や
肝
癌
に
進
行
す
る
た
め
非
常
に
注
目
さ
れ

て
お
り
、N
A
S
H
の
予
後
に
は
肝
臓
の
線
維
化

が
最
も
関
与
す
る
と
さ
れ
、せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の
線
維
化
評
価
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
と
考
え
ま
す
。こ
の
度
、佐
藤
病
院
検
査

部
に
超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
肝
臓

の
硬
さ
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
薬
機
法

の
認
証
を
取
得
し
た
超
音
波
診
断
装
置
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。本
年
一
月
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、

対
象
症
例
に
は
せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師 

科
長

　稲
垣

　朋
美

い
な
が
き 

と
も
み

看
護
師

　師
長

　中
西

　ひ
ろ
み

な
か
に
し

検
査
部
検
査
の
基
礎
知
識
㉑

超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て

検
査
部

何
か
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い

介
護
老
人
保
健
施
設
美
杉

☎
０
7
2
―
8
6
6
―
7
1
1
1

透
析
室
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

老
健
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
に
つ
い
て

　当
法
人
の
透
析
で
は
、毎
月
血
液
検
査

や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
い
、効
率

よ
く
透
析
が
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常

生
活
指
導
の
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、外
来
透
析
患
者
さ
ん
の
健
康
管
理
や

合
併
症
や
疾
患
の
早
期
発
見
の
た
め
年
一

回
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
腹
部

C
T
、
胸
部
C
T
、
腹
部
超
音
波
検
査
、

心
臓
超
音
波
検
査
、骨
塩
定
量
検
査
、動

脈
硬
化
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　中
に
は
都
合
で
検
査
し
な
い
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
が
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
し
て
頂
く
こ
と
で
症
状
が
無
い
の
に
疾

患
が
見
つ
か
り
早
く
治
療
で
き
た
、ま
た

異
常
な
く
安
心
し
た
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。

　各
透
析
施
設
で
は
、患
者
さ
ん
の
負
担

が
少
な
く
検
査
し
て
頂
く
よ
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
出
来

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
後
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
頂
き
、症
状
が
無
く
て
も

定
期
的
に
患
者
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
な

が
ら
検
査
し
て
頂
け
る
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
全
身
検
査
）

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

ま
き
の

　今
年
度
も
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。
受
診
券
が
あ
れ
ば
無
料
ま
た
は

少
額
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
枚

方
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
が
ん
検

診
も
併
せ
て
受
け
て
頂
け
ま
す
。

　ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
認
知
症

予
防
の
た
め
の
リ
ス
ク
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　M
C
I
（
軽
度
認
知
障
害
）
と
は
、

正
常
な
物
忘
れ
と
認
知
症
の
間
に
あ

る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。こ
の

段
階
で
放
置
し
て
し
ま
う
と
過
半
数

の
方
が
認
知
症
へ
移
行
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
M
C
I
の
リ
ス
ク
を
知
り
、

早
期
か
ら
適
切
な
予
防
を
行
う
こ
と

で
認
知
症
へ
の
移
行
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
検
査
は
採
血
で
で
き
る
検
査

で
す
。「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
て
き

た
」
等
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、

特
定
健
診
や
会
社
の
健
診
の
つ
い
で

に
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

              

検
査
に
つ
い
て

【
料
金
】 

一
五
，〇
五
〇
円
（
税
込
）

　当
施
設
で
は
、手
作
り
ス
イ
ー
ツ
と
コ
ー

ヒ
ー
等
の
飲
み
物
を
提
供
し
、利
用
者
の
皆
さ

ん
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に「
カ
フ
ェ・
ド
・

ク
ズ
ニ
シ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　毎
月
一
回
、お
店
の
よ
う
な
看
板
や
装

飾
、日
常
と
違
う
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
掛

け
、職
員
も
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
い
ま
す
。利

用
者
さ
ん
に
は
、メ
ニ
ュ
ー
か
ら
好
き
な
飲

み
物
を
選
ん
で
注
文
頂
く
等
、普
段
と
ち
が

う
雰
囲
気
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
で
は
笑
顔
で
会
話
が
弾
み
、利
用

者
さ
ん
か
ら
は「
美
味
し
か
っ
た
よ
」「
あ
り

が
と
う
ね
」
等
の
嬉

し
い
お
言
葉
も
頂
い

て
い
ま
す
。

　利
用
者
さ
ん
に

は
介
護
度
が
高
く
、

外
出
が
困
難
な
方

も
い
ま
す
。
毎
月
、

楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
る
方
々
の
た

め
に
、今
後
も
日
々

を
愉
し
ん
で
頂
く

行
事
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　小
泉

　智
彦

こ
い
ず
み

と
も
ひ
こ

喫
茶
「
カ
フ
ェ・
ド
・
ク
ズ
ニ
シ
」

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム  

く
ず
は
西
美
郷

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

新
人
教
育
体
制
の
構
築
に
向
け
て

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

耳
鼻
咽
喉
科
の
紹
介

　二
〇
一
八
年
十
月
か
ら
男
山
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
に
常
勤
医
と
し
て
勤
務
し
一
年
数
か
月

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
間
の
診
療
と
し

て
突
発
性
難
聴
、め
ま
い
症
、急
性
扁
桃
炎
、扁

桃
周
囲
膿
瘍
あ
る
い
は
急
性
喉
頭
蓋
炎
と
い
っ

た
疾
患
に
対
し
て
外
来
点
滴
通
院
加
療
も
し

く
は
必
要
に
応
じ
て
入
院
点
滴
加
療
を
さ
せ

て
頂
い
た
り
、外
来
処
置
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
患
者
に
対
す
る
C
O
2
レ
ー
ザ
ー
に
よ

る
下
鼻
甲
介
粘
膜
焼
灼
術
、滲
出
性
中
耳
炎

患
者
さ
ん
に
対
す
る
鼓
膜
切
開
術
や
チ
ュ
ー
ビ

ン
グ
等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
昨
年
度
か

ら
は
全
身
麻
酔
下
の
手
術
も
行
っ
て
お
り
、慢

性
副
鼻
腔
炎
に
対
す
る
E
S
S（
内
視
鏡
下

副
鼻
腔
手
術
）、甲
状
腺
腫
瘍
・
耳
下
腺
腫
瘍

と
い
っ
た
腫
瘍
性
病
変
に
対
す
る
手
術
、両
側

口
蓋
扁
桃
摘
出
術
等
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
症
例
を
重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
、

嚥
下
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
嚥
下
機
能
評
価
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
頭
頸
部
癌
患
者
さ
ん
の

緩
和
ケ
ア
と
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
っ
た

分
野
に
つ
い
て
も
診
療
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

男
山
病
院

　

耳
鼻
咽
喉
科

　部
長

福
田

　

 

多
介
彦

ふ
く
だ

た
け
ひ
こ

男
山
病
院
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1

【
お
問
い
合
わ
せ
先
】美
杉
会
健
診
セ
ン
タ
ー

☎
０
7
2
―
8
6
4
―
０
1
0
3

美
杉
会
健
診
セ
ン
タ
ー

5 4

ふれあい便り   No. 80ふれあい便り   No. 80

　美
杉
会
グ
ル
ー
プ
の
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

は
、枚
方
市
四
箇
所
、京
都
市
一
箇
所
の
計
五
箇

所
運
営
し
て
い
ま
す
。訪
問
先
と
し
て
、サ
ー
ビ

ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
の
入
居
者
さ
ん
へ
の

訪
問
も
増
え
て
き
て
お
り
、現
在
も
様
々
な
ご
要

望
に
応
じ
た
支
援
に
行
か
せ
て
頂
い
て
い
ま
す
。

　提
供
す
る
ヘ
ル
パ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
は「
生

活
援
助
」と「
身
体
介
護
」に
大
き
く
分
け
ら
れ

ま
す
。生
活
援
助
サ
ー
ビ
ス
と
は
、生
活
に
必
要

な
家
事
が
困
難
な
場
合
に
行
う
、日
常
生
活
支

援
の
事
で
す
。ま
た
、身
体
介
護
サ
ー
ビ
ス
と

は
、身
体
に
直
接
触
れ
て
行
う
介
護
の
事
で
す
。

　「
生
活
援
助
」の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
、洗

濯
の
手
伝
い
や
居
室
の
掃
除
、退
院
後
等
体
力

の
低
下
に
伴
い
一
時
的
に
住
居
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン

ま
で
歩
い
て
い
け
な
い
時
の
居
室
配
膳
や
下
膳
。

ま
た
足
腰
が
弱
く
外
出
で
き
な
い
場
合
の
買
物

代
行
等
行
っ
て
い
ま
す
。

　「身
体
介
護
」の
サ
ー
ビ
ス
内
容
と
し
て
は
、一

人
で
は
入
浴
が
不
安
な
方
へ
の
入
浴
介
助
、身
体

的
な
理
由
に
よ
り
排
泄
の
失
敗
が
あ
り
保
清
が

必
要
な
方
へ
の
排
泄
介
助
等
行
っ
て
い
ま
す
。

　今
後
も
担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や
住
居
管
理

者
と
密
な
連
携
を
図
り
、情
報
を
共
有
し
な

が
ら
柔
軟
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
心
が
け
て
い

き
ま
す
。 介

護
福
祉
士

　主
任

　末
利

　義
孝

す
え
と
し

よ
し
た
か

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅

へ
の
ヘ
ル
パ
ー
援
助
内
容
に
つ
い
て

ケ
ア
ワ
ー
カ
ー

　川
﨑

　五
月

か
わ
さ
き

さ
つ
き

　当
施
設
は「
超
強
化
型
」
介
護
老
人
保

健
施
設
で
す
。
利
用
者
さ
ん
の
自
宅
復

帰
・
在
宅
支
援
を
サ
ポ
ー
ト
で
き
る
施
設

と
し
て
、医
療
と
介
護
を
繋
ぐ
大
切
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
新
入
職
の

介
護
職
員
を
対
象
に
し
た
、介
護
技
術
・

知
識
の
統
一
と
向
上
に
向
け
て
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
ま

ず
、新
入
職
の
職
員
へ
の
教
育
方
法
を
統

一
す
る
た
め
に
、介
護
技
術
・
知
識
・
業
務

内
容
を
細
か
く
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
ま
し

た
。教
育
担
当
者
が
、そ
れ
に
沿
っ
て
新
人

職
員
へ
の
短
期
間
の
目
標
・
取
得
期
間
の

設
定
を
し
、日
々
の
業
務
に
取
り
組
ん
で

も
ら
え
る
よ
う
に
し
ま
す
。ま
た
進
捗
状

況
を
教
育
担
当
者
が
チ
ェ
ッ
ク
し
開
示
す

る
こ
と
で
、他
職
員
が
指
導
に
あ
た
る
際

に
も
バ
ラ
つ
き
が
出
る
こ
と
な
く
行
え
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
並
び
に
、
教
育
担
当

者
も
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
い
指
導
す
る
こ
と

に
よ
り
、再
度
自
身
の
見
直
し
が
で
き
ま

す
。
目
標
を
達
成
し
た
分
だ
け
、
職
員
は

自
分
自
身
の
成
長
を
実
感
で
き
、意
欲
の

向
上
に
も
繋
が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

て
い
ま
す
。ま
だ
始
動
し
た
ば
か
り
で
す

の
で
、状
況
を
み
て
来
年
度
再
来
年
度
と

改
善
を
重
ね
、よ
り
良
い
も
の
へ
と
発
展

さ
せ
て
い
き
た
い
で
す
。

　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、ラ
テ
ン
語
の

【rehabilitare

】が
語
源
と
な
っ
て
お
り
、【
再
び

（re

）人
間
ら
し
い
状
態
に
す
る（habilitare

）】

と
い
う
の
が
本
来
の
意
味
で
す
。つ
ま
り
、リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は
、利
用
者
さ
ん
の
機
能
回
復

訓
練
の
み
を
指
す
も
の
で
も
な
く
、も
っ
と
広
い

意
味
を
持
ち
、一
人
の
人
間
と
し
て
、元
の
地
域

社
会
に
お
い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
で
す
。

　老
健
美
杉
で
は
、自
宅
復
帰
・
シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
・
長
期
入
所
・
看
取
り
・
通
所
デ
イ
ケ
ア
等
多

く
の
機
能
を
有
し
て
お
り
、病
院
と
在
宅
の
中

間
施
設
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ

ビ
リ
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、理
学
療
法
士（
P
T
）、

作
業
療
法
士（
O
T
）、言
語
聴
覚
士（
S
T
）を

全
て
配
置
し
て
お
り
、個
々
の
自
宅
環
境
・
社
会

背
景
に
応
じ
て
目
標
設
定
を
行
い
、身
体
機
能

訓
練
、環
境
設
定（
福
祉
用
具
の
選
定
）、高
次

脳
・
認
知
機
能
訓
練
等
も
積
極
的
に
行
っ
て
い

ま
す
。今
後
も
利
用
者
さ
ん
が
地
域
社
会
に
お

い
て
自
立
し
た
生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
他
職
種

と
も
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

理
学
療
法
士

　主
任

　小
西

　弘
晃

こ
に
し

ひ
ろ
あ
き

　肝
臓
の
線
維
化
評
価
は
病
態
の
把
握
や
発
が

ん
予
測
の
た
め
に
重
要
で
す
。現
在
、肝
臓
の
線

維
化
診
断
の
ゴ
ー
ル
ド
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
は
肝
生

検
で
す
が
針
を
刺
す
の
で
侵
襲
的
な
検
査
で
す
。

近
年
、針
を
刺
さ
ず
に
客
観
的
な
肝
臓
の
線
維

化
評
価
法
と
し
て
超
音
波
診
断
装
置
で
検
査
可

能
な
せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー（shear 

w
ave elastography

）が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
の
有
用
性
と
し

て
は
、肝
硬
変
や
肝
臓
の
線
維
化
の
程
度
の
診

断
・
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
発
が
ん
リ
ス
ク
の
予
測

等
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。今
後
増
加
す
る

抗
ウ
イ
ル
ス
薬
治
療
後
の
経
過
観
察
に
も
有
用

で
す
。ま
た
、脂
肪
性
肝
疾
患
に
お
い
て
は
非
ア

ル
コ
ー
ル
性
脂
肪
性
肝
炎（
N
A
S
H
）が
肝
硬

変
や
肝
癌
に
進
行
す
る
た
め
非
常
に
注
目
さ
れ

て
お
り
、N
A
S
H
の
予
後
に
は
肝
臓
の
線
維
化

が
最
も
関
与
す
る
と
さ
れ
、せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト

グ
ラ
フ
ィ
ー
で
の
線
維
化
評
価
は
重
要
な
意
味

を
持
つ
と
考
え
ま
す
。こ
の
度
、佐
藤
病
院
検
査

部
に
超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
よ
る
肝
臓

の
硬
さ
に
関
す
る
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
薬
機
法

の
認
証
を
取
得
し
た
超
音
波
診
断
装
置
が
導
入

さ
れ
ま
し
た
。本
年
一
月
か
ら
稼
働
し
て
お
り
、

対
象
症
例
に
は
せ
ん
断
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

臨
床
検
査
技
師 

科
長

　稲
垣

　朋
美

い
な
が
き 

と
も
み

看
護
師

　師
長

　中
西

　ひ
ろ
み

な
か
に
し

検
査
部
検
査
の
基
礎
知
識
㉑

超
音
波
エ
ラ
ス
ト
グ
ラ
フ
ィ
ー
に
つ
い
て

検
査
部

何
か
お
困
り
ご
と
が
あ
れ
ば
一
度
ご
相
談
く
だ
さ
い

介
護
老
人
保
健
施
設
美
杉

☎
０
7
2
―
8
6
6
―
7
1
1
1

透
析
室
・
ク
リ
ニ
ッ
ク

老
健
で
の
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

の
役
割
に
つ
い
て

　当
法
人
の
透
析
で
は
、毎
月
血
液
検
査

や
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
を
行
い
、効
率

よ
く
透
析
が
で
き
て
い
る
か
、ま
た
日
常

生
活
指
導
の
目
安
に
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、外
来
透
析
患
者
さ
ん
の
健
康
管
理
や

合
併
症
や
疾
患
の
早
期
発
見
の
た
め
年
一

回
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
と
し
て
腹
部

C
T
、
胸
部
C
T
、
腹
部
超
音
波
検
査
、

心
臓
超
音
波
検
査
、骨
塩
定
量
検
査
、動

脈
硬
化
の
検
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　中
に
は
都
合
で
検
査
し
な
い
患
者
さ
ん

も
お
ら
れ
ま
す
が
、ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検

査
し
て
頂
く
こ
と
で
症
状
が
無
い
の
に
疾

患
が
見
つ
か
り
早
く
治
療
で
き
た
、ま
た

異
常
な
く
安
心
し
た
と
い
う
声
も
あ
り

ま
す
。

　各
透
析
施
設
で
は
、患
者
さ
ん
の
負
担

が
少
な
く
検
査
し
て
頂
く
よ
う
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
ス
ム
ー
ズ
に
検
査
出
来

る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　今
後
も
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
検
査
の
大
切

さ
を
理
解
し
て
頂
き
、症
状
が
無
く
て
も

定
期
的
に
患
者
さ
ん
の
都
合
に
合
わ
せ
な

が
ら
検
査
し
て
頂
け
る
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

透
析
患
者
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

（
全
身
検
査
）

美
杉
会
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン  

ま
き
の

　今
年
度
も
特
定
健
診
が
始
ま
り
ま

す
。
受
診
券
が
あ
れ
ば
無
料
ま
た
は

少
額
で
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
枚

方
市
に
住
民
票
が
あ
る
方
は
が
ん
検

診
も
併
せ
て
受
け
て
頂
け
ま
す
。

　ま
た
、
当
セ
ン
タ
ー
で
は
認
知
症

予
防
の
た
め
の
リ
ス
ク
検
査
を
受
け

ら
れ
ま
す
。

　M
C
I
（
軽
度
認
知
障
害
）
と
は
、

正
常
な
物
忘
れ
と
認
知
症
の
間
に
あ

る
グ
レ
ー
ゾ
ー
ン
の
こ
と
で
す
。こ
の

段
階
で
放
置
し
て
し
ま
う
と
過
半
数

の
方
が
認
知
症
へ
移
行
し
て
し
ま
い

ま
す
が
、
M
C
I
の
リ
ス
ク
を
知
り
、

早
期
か
ら
適
切
な
予
防
を
行
う
こ
と

で
認
知
症
へ
の
移
行
を
食
い
止
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　こ
の
検
査
は
採
血
で
で
き
る
検
査

で
す
。「
最
近
物
忘
れ
が
増
え
て
き

た
」
等
気
に
な
る
こ
と
が
あ
る
方
は
、

特
定
健
診
や
会
社
の
健
診
の
つ
い
で

に
気
軽
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

M
C
I
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ

              

検
査
に
つ
い
て

【
料
金
】 

一
五
，〇
五
〇
円
（
税
込
）

　当
施
設
で
は
、手
作
り
ス
イ
ー
ツ
と
コ
ー

ヒ
ー
等
の
飲
み
物
を
提
供
し
、利
用
者
の
皆
さ

ん
で
楽
し
ん
で
頂
け
る
よ
う
に「
カ
フ
ェ・
ド
・

ク
ズ
ニ
シ
」を
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　毎
月
一
回
、お
店
の
よ
う
な
看
板
や
装

飾
、日
常
と
違
う
テ
ー
ブ
ル
ク
ロ
ス
を
掛

け
、職
員
も
エ
プ
ロ
ン
を
つ
け
て
い
ま
す
。利

用
者
さ
ん
に
は
、メ
ニ
ュ
ー
か
ら
好
き
な
飲

み
物
を
選
ん
で
注
文
頂
く
等
、普
段
と
ち
が

う
雰
囲
気
作
り
を
し
て
い
ま
す
。

　カ
フ
ェ
で
は
笑
顔
で
会
話
が
弾
み
、利
用

者
さ
ん
か
ら
は「
美
味
し
か
っ
た
よ
」「
あ
り

が
と
う
ね
」
等
の
嬉

し
い
お
言
葉
も
頂
い

て
い
ま
す
。

　利
用
者
さ
ん
に

は
介
護
度
が
高
く
、

外
出
が
困
難
な
方

も
い
ま
す
。
毎
月
、

楽
し
み
に
し
て
く

だ
さ
る
方
々
の
た

め
に
、今
後
も
日
々

を
愉
し
ん
で
頂
く

行
事
を
企
画
し
て

い
き
ま
す
。

介
護
福
祉
士

　小
泉

　智
彦

こ
い
ず
み

と
も
ひ
こ

喫
茶
「
カ
フ
ェ・
ド
・
ク
ズ
ニ
シ
」

小
規
模
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム  

く
ず
は
西
美
郷

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

新
人
教
育
体
制
の
構
築
に
向
け
て

介
護
老
人
保
健
施
設

　美
杉

耳
鼻
咽
喉
科
の
紹
介

　二
〇
一
八
年
十
月
か
ら
男
山
病
院
耳
鼻
咽

喉
科
に
常
勤
医
と
し
て
勤
務
し
一
年
数
か
月

が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。そ
の
間
の
診
療
と
し

て
突
発
性
難
聴
、め
ま
い
症
、急
性
扁
桃
炎
、扁

桃
周
囲
膿
瘍
あ
る
い
は
急
性
喉
頭
蓋
炎
と
い
っ

た
疾
患
に
対
し
て
外
来
点
滴
通
院
加
療
も
し

く
は
必
要
に
応
じ
て
入
院
点
滴
加
療
を
さ
せ

て
頂
い
た
り
、外
来
処
置
と
し
て
ア
レ
ル
ギ
ー

性
鼻
炎
患
者
に
対
す
る
C
O
2
レ
ー
ザ
ー
に
よ

る
下
鼻
甲
介
粘
膜
焼
灼
術
、滲
出
性
中
耳
炎

患
者
さ
ん
に
対
す
る
鼓
膜
切
開
術
や
チ
ュ
ー
ビ

ン
グ
等
も
行
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
昨
年
度
か

ら
は
全
身
麻
酔
下
の
手
術
も
行
っ
て
お
り
、慢

性
副
鼻
腔
炎
に
対
す
る
E
S
S（
内
視
鏡
下

副
鼻
腔
手
術
）、甲
状
腺
腫
瘍
・
耳
下
腺
腫
瘍

と
い
っ
た
腫
瘍
性
病
変
に
対
す
る
手
術
、両
側

口
蓋
扁
桃
摘
出
術
等
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す

が
症
例
を
重
ね
て
き
て
お
り
ま
す
。そ
の
他
、

嚥
下
内
視
鏡
検
査
に
よ
る
嚥
下
機
能
評
価
の

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
や
頭
頸
部
癌
患
者
さ
ん
の

緩
和
ケ
ア
と
し
て
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
と
い
っ
た

分
野
に
つ
い
て
も
診
療
を
さ
せ
て
頂
い
て
お
り

ま
す
。今
後
も
地
域
に
密
着
し
た
医
療
を
心
が

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

男
山
病
院

　

耳
鼻
咽
喉
科

　部
長

福
田

　

 

多
介
彦

ふ
く
だ

た
け
ひ
こ

男
山
病
院
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　当
施
設
で
は
年
一
回
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
の
合
同
で
居

酒
屋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
、よ
り
居
酒
屋
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
頂
こ
う
と
各
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
お
で
ん
を
土
鍋
で
用
意
し
ま
し
た
。

　「
お
で
ん
の
い
い
匂
い
が
し
て
る
わ
」と
利

用
者
さ
ん
が
会
場
へ
笑
顔
で
入
っ
て
来
ら
れ
、

職
員
が
手
作
り
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
と
箸

置
き
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
席
へ
案
内
し
、そ
の
場

で
炊
き
た
て
の
ご
飯
を
よ
そ
い
お
で
ん
を
取

り
分
け
て
全
員
で
乾
杯
し
ま
し
た
。お
酒
や

食
事
が
進
む
に
つ
れ
て
あ
ち
こ
ち
で
絶
え
ず

笑
い
声
が
響
き
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、「
外
食

に
来
た
み
た
い
だ
っ
た
。あ
り
が
と
う
」と
喜

び
の
声
も
た
く
さ
ん
頂
き
賑
や
か
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　今
後
も
、感
染
症
対
策
も
考
慮
し
な
が

ら
、、利
用
者
さ
ん

に
と
っ
て
楽
し
み

の
一
つ
で
あ
る
食

事
を
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
企
画
を

提
供
し
て
い
き
ま

す
。 栄

養
部

居
酒
屋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

管
理
栄
養
士

　柴
田

　裕
子

し
ば
た

ゆ
う
こ

す
ぎ
い

ま
さ
ひ
ろ

地
域
交
流
活
動

　
　「
み
さ
と
の
輪
」
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　杉
井

　昌
弘

　当
施
設
で
は
地
域
の
方
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
地
域
交
流
活
動「
み
さ
と
の

輪
」を
奇
数
月
第
四
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。は
じ
め
は
参
加
さ
れ
る
方
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が「
地
域
住
民
が
求
め
て
い
る
事
を
知

る
事
」が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
、毎
回
、活

動
内
容
に
つ
い
て
は
満
足
度
や
実
施
し
て
欲

し
い
活
動
内
容
を
聞
き
取
る
事
で
内
容
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
腰
痛
予
防
体
操
、認
知
症
予

防
体
操
、お
や
つ
作
り
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。中
で
も
ク
ラ
フ

ト
ワ
ー
ク
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
は

と
て
も
好
評
で
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
が

増
え
、参
加
者
も
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
地
域
住
民
の
方

が
気
軽
に
遊
び
に

来
て
も
ら
え
る
施

設
で
あ
る
よ
う
に

地
域
交
流
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

美
華
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

生
活
相
談
員

　八
木

　真
佐
子

や
ぎ

ま
さ
こ

　当
施
設
の
自
慢
の
ひ
と
つ
に「
散
歩
で
き

る
広
い
お
庭
」が
あ
り
ま
す
。入
居
者
さ
ん

が
気
分
転
換
に
お
散
歩
さ
れ
た
り
、ベ
ン
チ

で
ご
家
族
と
日
光
浴
さ
れ
た
り
、イ
ベ
ン
ト

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
と
、憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、美
華
の

お
庭
に
は
花
壇
が
あ
り
ま
す
。お
花
が
大
好

き
な
入
居
者
さ
ん
と
、「
こ
の
花
、綺
麗
に
咲

い
た
ね
」「
次
は
何
を
植
え
よ
う
か
」と
相
談

し
な
が
ら
、一
緒
に
花
壇
の
手
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。花
壇
の
お
花
を
見
た
入
居
者
さ

ん
も
「
新
し
い
花
が

咲
い
て
る
ね
」「
綺
麗

ね
」等
、季
節
の
変
わ

り
目
を
感
じ
と
れ
、

皆
様
が
外
に
出
る
機

会
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　明
る
い
お
庭
と
綺

麗
な
華
と
共
に
、
入

居
者
さ
ん
の
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
咲
く
美
華

と
な
れ
る
よ
う
、お
一

人
お
一
人
に
寄
り
添

え
る
施
設
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

庭
園
で
の
活
動
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　主
任

　上
野

　達
也

う
え
の

た
つ
や

　当
施
設
で
の
庭
園
で
は
様
々
な
花
や
野

菜
を
、ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
園
芸
委
員

が
中
心
と
な
り
栽
培
し
て
い
ま
す
。新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、秋
に
は
さ
つ
ま
い
も
を

利
用
者
さ
ん
と
収
穫
し
、お
や
つ
作
り
と

し
て
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

厨
房
か
ら
焼
き
上
が
り
、出
来
立
て
を
食

べ
ら
れ
る
と
、「
お
い
し
い
ね
。」と
み
な
さ

ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、利
用
者

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
庭
園
で
育
て
て
い
る
花

を
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
リ
ー
ス
を
作

成
し
、ユ
ニ
ッ
ト
に
飾
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
空
間
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。園
芸
活
動
を
通
し
て
利
用
者
さ
ん
と

花
や
野
菜
の
成
長
を
感
じ
、職
員
も
や
り

が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　今
年
の
春
に
は
交
野
ブ
ラ
ン
ド
の「
か
た

の
ル
ビ
ー
」と
い

う
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
栽
培
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

美
来
に
来
ら
れ

た
際
は
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
花
い
っ
ぱ
い
健
康
づ
く
り

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士

　主
任

　濱

　憲
一

は
ま

け
ん
い
ち

　当
施
設
も
開
設
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、ほ
ぼ
満
室
で

賑
っ
て
い
ま
す
。

　枚
方
市
の
取
り
組
み
で
、地
域
と
の
関
係
強
化
を

目
指
し
た「
花
い
っ
ぱ
い
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　昨
年
九
月
、枚
方
市
の
職
員
指
導
の
も
と
、入
居

者
さ
ん
十
名
が
、市
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
パ
ン

ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
等
の
花
の
種
を
植
え
ま
し
た
。自
宅

で
園
芸
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
楽
し
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。普
段
あ

ま
り
外
出
さ
れ
な
い
方
も
、花
の
成
長
を
楽
し
み
に

水
遣
り
に
行
っ
た
り
、散
歩
に
出
る
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。成
長
し
た
花
は
近
隣
の
公
園
管
理
の
方
等

に
お
渡
し
す
る
予
定
で
、地
域
と
の
交
流
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　当
施
設
で
は
、入
居
者
さ

ん
と
一
緒
に
季
節
に
応
じ
た

野
菜
も
作
っ
て
い
ま
す
。採
れ

た
て
の
野
菜
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
食
事
に
も
提
供
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。施
設
に
来
所

さ
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　今
後
も
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
チ
買
い
物
療
法

介
護
福
祉
士

　主
任

　福
田

　誠

ふ
く
だ

ま
こ
と

　当
施
設
で
は
、以
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た

買
い
物
ツ
ア
ー
に
加
え
、昨
年
よ
り
移
動
販
売

を
導
入
し
ま
し
た
。た
か
が
買
い
物
と
侮
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。買
い
物
と
い
う
行
為
に
は
、

①
買
い
た
い
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。②
歩

い
て
又
は
車
椅
子
で
お
店
に
行
く
。③
旬
の
も

の
が
並
ぶ
商
品
か
ら
季
節
を
感
じ
る
。④
財

布
か
ら
必
要
な
お
金
を
出
す
。と
い
っ
た
工
程

か
ら
成
る
行
動
で
機
能
訓
練
室
で
は
体
験
の

で
き
な
い
要
素
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　買
い
物
療
法
は
①
歩
く
、ま
た
は
車
椅
子

を
漕
い
で
移
動
す
る
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
。②
季
節
を
感
じ
る
商
品
や
合
計
金
額

を
計
算
す
る
事
は
脳
へ
刺
激
を
与
え
る
。③
買

い
物
終
了
時
に
は
ほ
ど
よ
い
達
成
感
が
得
ら

れ
る
。等
期
待
で
き
る
効
果
は
全
身
に
及
び
、

と
て
も
良
い
リ
ハ
ビ

リ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　今
後
も
、利
用
者

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、リ
ハ
ビ
リ
色

を
取
り
入
れ
た
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　ま
き
の
美
郷

　一
月
十
七―

十
八
日
の
両
日
、
神
戸

で
行
わ
れ
た
ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
主
催
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
外
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も

多
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
で
の
腰
痛
予
防
に
対
す
る
姿
勢
や
実

情
等
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　日
本
で
も
、
平
成
二
十
五
年
よ
り
腰

痛
予
防
指
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
腰

痛
予
防
の
機
器
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
た
め
の
組
織
が
、
ま
だ
充
足
し
き
れ

て
い
な
い
現
実
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
当
法
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
三

十
一
年
度
よ
り
安
全
衛
生
委
員
を
中
心

に
腰
痛
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。活

動
の
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
腰
痛
予
防

リ
ー
ダ
ー
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、演
題
発
表
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
同
業
者

か
ら
質
問
を
頂
き
、
今
後
の
腰
痛
予
防

に
対
す
る
情
報
交
換
も
で
き
、
と
て
も

有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
利
用
者
さ
ん
や
職
員
に
と
っ

て
良
い
ケ
ア
・
職
場
環
境
を
目
指
し
て

活
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
国
際

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士

　主
任

　養
父

　達
也

や
ぶ

た
つ
や

さ
く
ら
介
護
シ
ョ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 

フ
ル
ー
ル
長
尾

有
料
老
人
ホ
ー
ム  

フ
ィ
オ
ー
レ
美
杉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　美
来

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　美
華

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

お
か
だ

ま
さ
お

ケ
ア
向
上
の
為
の
指
導
・
教
育

介
護
福
祉
士

　岡
田

　将
夫

　当
施
設
で
は
月
に
一
度
の
定
例
の
勉
強

会
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
を
用
い
た
伝
達

講
習
、介
護
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た

実
技
講
習
の
開
催
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。　定

例
の
勉
強
会
で
は
主
に
座
学
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、知
識
の
向
上
や

職
員
同
士
で
話
し
合
い
、状
況
に
応
じ
た

ケ
ア
を
考
え
て
職
務
に
活
か
し
て
お
り
ま

す
。　実

技
講
習
で
は
職
員
同
士
で
介
助
を

行
い
介
助
さ
れ
る
利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
実
感
し
、よ
り
負
担
の
少
な
い
介
護
技

術
の
習
得
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　伝
達
講
習
で
は
感
染
予
防
や
、座
る
姿

勢
等
、利
用
者
さ
ん
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、職
員
一
人
一
人
が
一
年
間
で
の
成

長
の
目
標
を
掲
げ
、そ
の
目
標
に
向
か
い
、

達
成
す
る
た
め
に
プ
ラ
ン
を
各
々
で
考
え

教
育
委
員
会
が
定
期
的
に
面
談
を
行
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
含
め
た
指
導
・
教

育
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
利
用
者
さ
ん
、ご
家
族
に
対
し

て
の
ケ
ア
向
上
の
為
に
、指
導
・
教
育
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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　当
施
設
で
は
年
一
回
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
と
小
規
模
多
機
能
ホ
ー
ム
と
の
合
同
で
居

酒
屋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
で
三
回
目
を
迎
え
、よ
り
居
酒
屋
の
雰

囲
気
を
味
わ
っ
て
頂
こ
う
と
各
テ
ー
ブ
ル
ご

と
に
お
で
ん
を
土
鍋
で
用
意
し
ま
し
た
。

　「
お
で
ん
の
い
い
匂
い
が
し
て
る
わ
」と
利

用
者
さ
ん
が
会
場
へ
笑
顔
で
入
っ
て
来
ら
れ
、

職
員
が
手
作
り
し
た
ラ
ン
チ
ョ
ン
マ
ッ
ト
と
箸

置
き
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
席
へ
案
内
し
、そ
の
場

で
炊
き
た
て
の
ご
飯
を
よ
そ
い
お
で
ん
を
取

り
分
け
て
全
員
で
乾
杯
し
ま
し
た
。お
酒
や

食
事
が
進
む
に
つ
れ
て
あ
ち
こ
ち
で
絶
え
ず

笑
い
声
が
響
き
利
用
者
さ
ん
か
ら
は
、「
外
食

に
来
た
み
た
い
だ
っ
た
。あ
り
が
と
う
」と
喜

び
の
声
も
た
く
さ
ん
頂
き
賑
や
か
で
楽
し
い

時
間
を
過
ご
し
て
頂
き
ま
し
た
。

　今
後
も
、感
染
症
対
策
も
考
慮
し
な
が

ら
、、利
用
者
さ
ん

に
と
っ
て
楽
し
み

の
一
つ
で
あ
る
食

事
を
喜
ん
で
頂
け

る
よ
う
な
企
画
を

提
供
し
て
い
き
ま

す
。 栄

養
部

居
酒
屋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

つ
い
て

管
理
栄
養
士

　柴
田

　裕
子

し
ば
た

ゆ
う
こ

す
ぎ
い

ま
さ
ひ
ろ

地
域
交
流
活
動

　
　「
み
さ
と
の
輪
」
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　杉
井

　昌
弘

　当
施
設
で
は
地
域
の
方
と
の
交
流
を
図
る

こ
と
を
目
的
に
地
域
交
流
活
動「
み
さ
と
の

輪
」を
奇
数
月
第
四
日
曜
日
に
開
催
し
て
い
ま

す
。は
じ
め
は
参
加
さ
れ
る
方
が
少
な
か
っ
た

の
で
す
が「
地
域
住
民
が
求
め
て
い
る
事
を
知

る
事
」が
大
切
で
は
な
い
か
と
考
え
、毎
回
、活

動
内
容
に
つ
い
て
は
満
足
度
や
実
施
し
て
欲

し
い
活
動
内
容
を
聞
き
取
る
事
で
内
容
の
充

実
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　こ
れ
ま
で
に
腰
痛
予
防
体
操
、認
知
症
予

防
体
操
、お
や
つ
作
り
等
を
実
施
し
て
き
ま
し

た
。中
で
も
ク
ラ
フ

ト
ワ
ー
ク
や
ア
ク

セ
サ
リ
ー
作
り
は

と
て
も
好
評
で
リ

ピ
ー
タ
ー
の
方
が

増
え
、参
加
者
も
少

し
ず
つ
増
え
て
き
て

い
ま
す
。こ
れ
か
ら

も
地
域
住
民
の
方

が
気
軽
に
遊
び
に

来
て
も
ら
え
る
施

設
で
あ
る
よ
う
に

地
域
交
流
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

美
華
ガ
ー
デ
ン
に
つ
い
て

生
活
相
談
員

　八
木

　真
佐
子

や
ぎ

ま
さ
こ

　当
施
設
の
自
慢
の
ひ
と
つ
に「
散
歩
で
き

る
広
い
お
庭
」が
あ
り
ま
す
。入
居
者
さ
ん

が
気
分
転
換
に
お
散
歩
さ
れ
た
り
、ベ
ン
チ

で
ご
家
族
と
日
光
浴
さ
れ
た
り
、イ
ベ
ン
ト

で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
行
っ
た
り
と
、憩
い
の
場

に
な
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。ま
た
、美
華
の

お
庭
に
は
花
壇
が
あ
り
ま
す
。お
花
が
大
好

き
な
入
居
者
さ
ん
と
、「
こ
の
花
、綺
麗
に
咲

い
た
ね
」「
次
は
何
を
植
え
よ
う
か
」と
相
談

し
な
が
ら
、一
緒
に
花
壇
の
手
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。花
壇
の
お
花
を
見
た
入
居
者
さ

ん
も
「
新
し
い
花
が

咲
い
て
る
ね
」「
綺
麗

ね
」等
、季
節
の
変
わ

り
目
を
感
じ
と
れ
、

皆
様
が
外
に
出
る
機

会
が
増
え
て
い
る
よ

う
に
感
じ
ま
す
。

　明
る
い
お
庭
と
綺

麗
な
華
と
共
に
、
入

居
者
さ
ん
の
笑
顔
が

い
っ
ぱ
い
咲
く
美
華

と
な
れ
る
よ
う
、お
一

人
お
一
人
に
寄
り
添

え
る
施
設
を
目
指
し

て
参
り
ま
す
。

庭
園
で
の
活
動
に
つ
い
て

介
護
福
祉
士

　主
任

　上
野

　達
也

う
え
の

た
つ
や

　当
施
設
で
の
庭
園
で
は
様
々
な
花
や
野

菜
を
、ケ
ア
ワ
ー
カ
ー
に
よ
る
園
芸
委
員

が
中
心
と
な
り
栽
培
し
て
い
ま
す
。新
し
い

取
り
組
み
と
し
て
、秋
に
は
さ
つ
ま
い
も
を

利
用
者
さ
ん
と
収
穫
し
、お
や
つ
作
り
と

し
て
ス
イ
ー
ト
ポ
テ
ト
を
作
り
ま
し
た
。

厨
房
か
ら
焼
き
上
が
り
、出
来
立
て
を
食

べ
ら
れ
る
と
、「
お
い
し
い
ね
。」と
み
な
さ

ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。ま
た
、利
用
者

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
庭
園
で
育
て
て
い
る
花

を
ド
ラ
イ
フ
ラ
ワ
ー
に
し
て
リ
ー
ス
を
作

成
し
、ユ
ニ
ッ
ト
に
飾
る
こ
と
で
リ
ラ
ッ
ク

ス
で
き
る
空
間
作
り
に
取
り
組
み
ま
し

た
。園
芸
活
動
を
通
し
て
利
用
者
さ
ん
と

花
や
野
菜
の
成
長
を
感
じ
、職
員
も
や
り

が
い
を
持
っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　今
年
の
春
に
は
交
野
ブ
ラ
ン
ド
の「
か
た

の
ル
ビ
ー
」と
い

う
ジ
ャ
ガ
イ
モ

の
栽
培
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
す
。

美
来
に
来
ら
れ

た
際
は
ぜ
ひ
お

立
ち
寄
り
く
だ

さ
い
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

「
花
い
っ
ぱ
い
健
康
づ
く
り

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」に
参
加
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士

　主
任

　濱

　憲
一

は
ま

け
ん
い
ち

　当
施
設
も
開
設
か
ら
五
年
が
過
ぎ
、ほ
ぼ
満
室
で

賑
っ
て
い
ま
す
。

　枚
方
市
の
取
り
組
み
で
、地
域
と
の
関
係
強
化
を

目
指
し
た「
花
い
っ
ぱ
い
健
康
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」に
参
加
し
ま
し
た
。

　昨
年
九
月
、枚
方
市
の
職
員
指
導
の
も
と
、入
居

者
さ
ん
十
名
が
、市
か
ら
提
供
し
て
頂
い
た
パ
ン

ジ
ー
や
ビ
オ
ラ
等
の
花
の
種
を
植
え
ま
し
た
。自
宅

で
園
芸
を
さ
れ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
り
、昔
を
思

い
出
し
な
が
ら
楽
し
く
さ
れ
て
い
ま
し
た
。普
段
あ

ま
り
外
出
さ
れ
な
い
方
も
、花
の
成
長
を
楽
し
み
に

水
遣
り
に
行
っ
た
り
、散
歩
に
出
る
機
会
も
増
え
て

い
ま
す
。成
長
し
た
花
は
近
隣
の
公
園
管
理
の
方
等

に
お
渡
し
す
る
予
定
で
、地
域
と
の
交
流
も
進
ん
で

い
ま
す
。

　当
施
設
で
は
、入
居
者
さ

ん
と
一
緒
に
季
節
に
応
じ
た

野
菜
も
作
っ
て
い
ま
す
。採
れ

た
て
の
野
菜
は
レ
ス
ト
ラ
ン

の
食
事
に
も
提
供
さ
せ
て
頂

い
て
い
ま
す
。施
設
に
来
所

さ
れ
た
際
に
は
ぜ
ひ
お
立
ち

寄
り
く
だ
さ
い
。

　今
後
も
皆
さ
ん
が
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

プ
チ
買
い
物
療
法

介
護
福
祉
士

　主
任

　福
田

　誠

ふ
く
だ

ま
こ
と

　当
施
設
で
は
、以
前
よ
り
取
り
組
ん
で
い
た

買
い
物
ツ
ア
ー
に
加
え
、昨
年
よ
り
移
動
販
売

を
導
入
し
ま
し
た
。た
か
が
買
い
物
と
侮
っ
て

は
い
け
ま
せ
ん
。買
い
物
と
い
う
行
為
に
は
、

①
買
い
た
い
物
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
す
る
。②
歩

い
て
又
は
車
椅
子
で
お
店
に
行
く
。③
旬
の
も

の
が
並
ぶ
商
品
か
ら
季
節
を
感
じ
る
。④
財

布
か
ら
必
要
な
お
金
を
出
す
。と
い
っ
た
工
程

か
ら
成
る
行
動
で
機
能
訓
練
室
で
は
体
験
の

で
き
な
い
要
素
が
備
わ
っ
て
い
ま
す
。

　買
い
物
療
法
は
①
歩
く
、ま
た
は
車
椅
子

を
漕
い
で
移
動
す
る
こ
と
で
筋
力
ア
ッ
プ
に
繋

が
る
。②
季
節
を
感
じ
る
商
品
や
合
計
金
額

を
計
算
す
る
事
は
脳
へ
刺
激
を
与
え
る
。③
買

い
物
終
了
時
に
は
ほ
ど
よ
い
達
成
感
が
得
ら

れ
る
。等
期
待
で
き
る
効
果
は
全
身
に
及
び
、

と
て
も
良
い
リ
ハ
ビ

リ
メ
ニ
ュ
ー
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。

　今
後
も
、利
用
者

さ
ん
の
ニ
ー
ズ
を
把

握
し
、リ
ハ
ビ
リ
色

を
取
り
入
れ
た
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　ま
き
の
美
郷

　一
月
十
七―

十
八
日
の
両
日
、
神
戸

で
行
わ
れ
た
ノ
ー
リ
フ
ト
協
会
主
催
の

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
へ
参
加
し
て
き
ま

し
た
。
当
日
は
、
外
国
か
ら
の
ゲ
ス
ト
も

多
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
で
の
腰
痛
予
防
に
対
す
る
姿
勢
や
実

情
等
も
聞
く
こ
と
が
で
き
、
貴
重
な
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

　日
本
で
も
、
平
成
二
十
五
年
よ
り
腰

痛
予
防
指
針
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
腰

痛
予
防
の
機
器
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行

う
た
め
の
組
織
が
、
ま
だ
充
足
し
き
れ

て
い
な
い
現
実
も
知
る
こ
と
が
出
来
ま

し
た
。
当
法
人
グ
ル
ー
プ
で
は
、
平
成
三

十
一
年
度
よ
り
安
全
衛
生
委
員
を
中
心

に
腰
痛
予
防
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。活

動
の
内
容
の
一
つ
と
し
て
「
腰
痛
予
防

リ
ー
ダ
ー
養
成
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
を
今

回
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
て
、演
題
発
表
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
多
く
の
同
業
者

か
ら
質
問
を
頂
き
、
今
後
の
腰
痛
予
防

に
対
す
る
情
報
交
換
も
で
き
、
と
て
も

有
意
義
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　今
後
も
利
用
者
さ
ん
や
職
員
に
と
っ

て
良
い
ケ
ア
・
職
場
環
境
を
目
指
し
て

活
動
を
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ノ
ー
リ
フ
ト
ケ
ア
国
際

　シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
ま
し
た

介
護
福
祉
士

　主
任

　養
父

　達
也

や
ぶ

た
つ
や

さ
く
ら
介
護
シ
ョ
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅 

フ
ル
ー
ル
長
尾

有
料
老
人
ホ
ー
ム  

フ
ィ
オ
ー
レ
美
杉

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

　美
来

有
料
老
人
ホ
ー
ム

　美
華

高
齢
者
複
合
施
設

　向
島
美
郷

お
か
だ

ま
さ
お

ケ
ア
向
上
の
為
の
指
導
・
教
育

介
護
福
祉
士

　岡
田

　将
夫

　当
施
設
で
は
月
に
一
度
の
定
例
の
勉
強

会
や
、オ
ン
ラ
イ
ン
動
画
を
用
い
た
伝
達

講
習
、介
護
技
術
の
向
上
を
目
的
と
し
た

実
技
講
習
の
開
催
を
行
な
っ
て
お
り
ま

す
。　定

例
の
勉
強
会
で
は
主
に
座
学
と
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、知
識
の
向
上
や

職
員
同
士
で
話
し
合
い
、状
況
に
応
じ
た

ケ
ア
を
考
え
て
職
務
に
活
か
し
て
お
り
ま

す
。　実

技
講
習
で
は
職
員
同
士
で
介
助
を

行
い
介
助
さ
れ
る
利
用
者
さ
ん
の
気
持
ち

を
実
感
し
、よ
り
負
担
の
少
な
い
介
護
技

術
の
習
得
を
目
指
し
て
お
り
ま
す
。

　伝
達
講
習
で
は
感
染
予
防
や
、座
る
姿

勢
等
、利
用
者
さ
ん
に
密
接
に
関
わ
る
内

容
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、職
員
一
人
一
人
が
一
年
間
で
の
成

長
の
目
標
を
掲
げ
、そ
の
目
標
に
向
か
い
、

達
成
す
る
た
め
に
プ
ラ
ン
を
各
々
で
考
え

教
育
委
員
会
が
定
期
的
に
面
談
を
行
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
や
提
案
を
含
め
た
指
導
・
教

育
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　今
後
も
利
用
者
さ
ん
、ご
家
族
に
対
し

て
の
ケ
ア
向
上
の
為
に
、指
導
・
教
育
に
努

め
て
参
り
ま
す
。
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五
七
三
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四
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方
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七
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美
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会
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理
事
長

佐
藤 

眞
杉

さ
と
う

ま
す
ぎ

佐
藤
病
院

　院
長

河
合

　泰
博

か
わ
い

や
す
ひ
ろ

　春
を
告
げ
る
レ
ン
ギ
ョ
ウ
の
黄
色
の
花

が
盛
り
で
、気
候
も
暖
か
く
な
っ
て
参
り

ま
し
た
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
っ

て
、
世
界
中
が
緊
張
し
て
い
ま
す
が
、
皆

様
に
は
お
変
わ
り
な
く
ご
清
栄
に
お
過

ご
し
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　こ
の
感
染
症
は
、現
時
点（
四
月
六
日
）

で
は
、一
向
に
衰
え
る
気
配
が
な
く
、治
療

薬
が
な
い
状
況
も
あ
り
、”爆
発
的
な
感

染
“が
起
こ
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。”

爆
発
的
な
感
染
“が
迫
れ
ば
、
医
療
供
給

体
制
が
追
い
付
け
ず
、「
医
療
崩
壊
」に
つ

な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　政
府
は
、対
策
と
し
て
、病
床
の
確
保
、

医
療
機
器
の
整
備
な
ど
に
の
り
だ
し
て
い

ま
す
。ま
た
、
既
存
の
治
療
薬
の
適
応
拡

大
と
新
た
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
を
急
い
で

い
ま
す
。そ
の
治
療
薬
の
一
つ
に「
ア
ビ
ガ

ン
」が
あ
り
ま
す
。こ
の
薬
は
、中
国
の
武

漢
と
深
圳
で
、コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
肺
炎
に

使
わ
れ
、有
効
で
あ
っ
た
と
報
告
さ
れ
て

い
ま
す
。

　「
ア
ビ
ガ
ン
」は
、日
本
で
坑
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
薬
と
し
て
開
発
さ
れ
、臨
床
試
験

の
最
終
段
階
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

直
ち
に
医
療
機
関
に
向
け
て
販
売
さ
れ

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　と
は
い
え
、
他
の
坑
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

薬
が
効
か
な
い
場
合
は
、
国
の
判
断
に

よ
っ
て
、
患
者
さ
ん
へ
の
使
用
が
検
討
さ

れ
ま
す
。

　副
作
用
は
、動
物
実
験
で
、初
期
胚
に

致
死
や
催
奇
形
性
が
確
か
め
ら
れ
、妊
婦

ま
た
は
妊
娠
し
て
い
る
可
能
性
の
あ
る
女

性
に
は
使
え
ま
せ
ん
。日
本
で
は
二
○
一

七
年
に
二
百
万
人
分
の
備
蓄
が
決
定
し
、

現
在
に
至
っ
て
い
る
と
聞
き
ま
す
。

　こ
の
薬
が
一
刻
も
早
く
日
本
で
使
え
る

よ
う
に
な
れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

猛
威
が
、
世
界
中
を
席
巻
し
て
お
り

ま
す
。
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
で

の
感
染
拡
大
が
著
し
く
、
各
国
は
対

策
に
追
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
最
終
的
に

こ
の
感
染
症
は
、
あ
る
程
度
広
が
る
こ

と
が
避
け
ら
れ
な
い
と
思
わ
れ
ま
す

が
、
は
や
く
ワ
ク
チ
ン
や
治
療
薬
の
開

発
が
成
功
し
、
少
し
で
も
脅
威
が
軽

減
す
る
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　当
院
に
も
発
熱
患
者
さ
ん
が
来
院

し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
肺
炎
症
状
が
あ
る
方
も
来
ら
れ

て
お
り
ま
す
。
現
状
、
す
ぐ
に
は

P
C
R
検
査
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
か
ど
う

か
は
な
か
な
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
そ
の

間
、
状
況
に
よ
っ
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
と
考
え
て
の
対
応
に

な
り
ま
す
の
で
、
現
場
で
は
か
な
り
の

負
担
と
な
り
ま
す
。

　早
く
簡
易
検
査
キ
ッ
ト
が
開
発
さ

れ
行
き
渡
り
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
よ

う
に
感
染
初
期
か
ら
簡
単
に
検
査
で

判
断
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願

い
ま
す
。
中
国
で
は
す
で
に
抗
体
検
査

キ
ッ
ト
を
開
発
し
て
お
り
、こ
れ
は
採

血
で
わ
か
る
簡
便
な
検
査
方
法
で
、
ウ

イ
ル
ス
に
感
染
し
ま
た
、
免
疫
を
も
つ

こ
と
の
証
明
に
も
な
り
ま
す
が
、
自
分

が
ま
だ
ウ
イ
ル
ス
を
排
出
し
て
い
る

か
ど
う
か
の
判
断
等
、
実
用
化
に
は
さ

ら
な
る
研
究
が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。

　こ
の
四
月
か
ら
新
卒
職
員
が
五
六

名
入
職
し
ま
し
た
。こ
れ
か
ら
い
ろ
い

ろ
な
勉
強
を
し
て
当
法
人
で
力
を
発

揮
す
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
ぜ
ひ
温

か
い
目
で
み
て
い
て
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
治
療
候
補
薬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　「
ア
ビ
ガ
ン
」に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
に
つ
い
て
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Tel.072-864-0108 
●美杉会健診センター 
〒573-1137　枚方市西招提町1255
Tel.072-864-0103 
●美杉会訪問看護ステーション
・まきの（併設）居宅介護支援事業所
〒573-1141枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0601 
・星ヶ丘出張所
（併設）居宅介護支援事業所
〒573-0013　枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-6161 

・長尾出張所
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1523 

・男山
〒614-8366　八幡市男山泉19
Tel.075-972-2661
●美杉会ホームヘルパーステーション
・まきの
〒573-1141　枚方市養父西町24-10
Tel.072-867-0555
・星ヶ丘
〒573-0013   枚方市星丘2-14-31 
Tel.072-890-7757
・長尾
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-858-1511 
・男山
〒614-8366  八幡市男山泉19
Tel.075-972-2671  
●特別養護老人ホーム美郷

（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1137  枚方市西招提町1253
Tel.072-866-7007
●小規模特別養護老人ホームくずは美郷

 

〒573-1105　枚方市南楠葉1-65-25
Tel.072-864-5422

●特別養護老人ホームかたの美来
〒576-0061  交野市東倉治5-8-8
Tel.072-891-0061

●小規模特別養護老人ホームくずは西美郷
〒573-1122　枚方市西船橋2-58-3
Tel.072-867-8075
●特別養護老人ホーム美来

（併設）居宅介護支援事業所・小規模多機能ホーム
〒576-0051  交野市倉治4-40-7
Tel.072-810-8670

●高齢者複合施設向島美郷
特別養護老人ホーム・サービス付き高齢者向け住宅
デイサービス・ショートステイ・小規模多機能ホーム
ヘルパーステーション・居宅介護支援事業所
〒612-8134  京都市伏見区向島清水町189-1
Tel.075-606-2299

●有料老人ホーム美華
〒573-1138　枚方市招提北町2-34-1
Tel.072-864-5713
●有料老人ホームまきの美郷
〒573-1149  枚方市牧野北町11-15
Tel.072-850-9271 

・小規模多機能ホームまきの美郷
Tel.072-850-9273  

●枚方市地域包括支援センター美郷会

●サービス付き高齢者向け住宅フルール東山
〒573-1114  枚方市東山2-29-1
Tel.072-856-2001
●サービス付き高齢者向け住宅フルール長尾 

（併設）居宅介護支援事業所デイサービス・ショートステイ
〒573-0153　枚方市藤阪東町3-5-8
Tel.072-807-5258 
●サービス付き高齢者向け住宅フルール田ノ口

（併設）デイサービス
〒573-1161　枚方市交北３-9-12
Tel.072-807-7050

●介護老人保健施設美樟苑
（併設）居宅介護支援事業所・グループホーム
〒573-1124　枚方市養父東町18-30
Tel.072-867-0224

・美樟クリニック　Tel.072-867-1224 

●さくら介護ショップ
〒573-1141　枚方市養父西町24-25
Tel.072-856-2788

●ケアハウス楠葉新生園
〒573-1111　枚方市楠葉朝日1-22‐14 
Tel.072-851-1600

男山病院 （併設）居宅介護支援事業所  
 地域包括支援センター

大阪府がん診療拠点病院
（併設）高精度放射線治療センター

〒614-8366 京都府八幡市男山泉19
Tel.075（983）0001（代）　Fax.075（971）1082
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ふれあい便り   No. 80

〒573-0064  枚方市北中振1-8-13
Tel.072-837-3288
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